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症例： 72歳  女性  特発性距骨壊死

ご使用にあたっては、骨、関節部の欠損部の形態的、機能的な修復、
もしくは関節置換等に適応をよく考慮してください。
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カスタムメイド人工距骨 CT撮影マニュアル

設計作業に必要なCT画像データを取得するため、決められた条件に従って、
CTの撮影をしていただく必要があります。

撮影範囲の指定
撮影部位は両足（患側・健側）の撮影をお願いします。撮影領域（FOV）は両足が入る適切なサイズを指定
してください。250mmを目安とし、足指先は不要です。
Z方向は踵骨下端から、足関節を越えて、脛骨下端より約10cm近位までの範囲で撮影してください。
CT撮影時の患者さんの肢位は、足親指先が両足ともできるだけ上方を向くような肢位を指定して
ください。また、撮影中は決して動かないように指導してください。

撮影条件の選択
スライス厚及びスライスピッチは1mm以下としてください。
CT装置によっては双方とも1mmの撮影ができない場合があります。その際は最大３mmとし、できる
だけそれ以下になるように指定してください。

再構成関数の選択
撮影したデータの再構成関数は、NORMALまたはBONEを指定してください。
再構成関数は、CT装置により異なる場合があります。その際は適切な関数を指定してください。

画像の再構成と保存
transverse（axial）で撮影したCT画像データ以外に、sagittalの画像が構成できれば両方の画像
データを保存してください。ただし、スライス厚及びスライスピッチが１ｍｍより大きい場合はsagittal
の画像データも必ず保存してください。rawデータは必要ありません。

撮影した画像の保存
撮影したCT画像データをDICOM形式にて、CD-Rに非圧縮の状態で保存してください。また、形状確認
用に、製品のテンプレートを作成します。両側の正面・側面単純X線像があれば、一緒に保存してください。
また、オリジナルデータは、製作が完了するまで保管してください。
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お預かりする画像データは患者さんの個人情報であり、医療機関により、その取り扱い方が異なる場合があり
ますので確認してください。

画像データの保存形式によっては製作できない場合があります、あらかじめご使用のCT装置や記録媒体などの
ハードウェア環境について当社までお問い合せください。

健側の撮影が困難な場合は、監修者のアドバイスを受けてください。
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